
標
記
総
会
は
、
6
月
4
日
の
午
前
10

時
か
ら
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
の

会
議
室
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
が
基
本
的
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
他
の
感
染
症
と
同
様
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
様
相

で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
開

会
時
に
髙
野
副
会
長
よ
り
出
席
状
況
が

報
告
さ
れ
、
本
部
役
員
12
名
、
監
事
2

名
、
理
事
・
副
理
事
・
班
長
47
名
の
出

席
、
委
任
状
提
出
137
名
で
代
議
員
の
総

数
が
、
244
名
で
あ
る
こ
と
か
ら

総
会

成
立
要
件
の
半
数
以
上
に
達
し
、
総
会

の
開
会
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

【
会
長
挨
拶
】

こ
の
3
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
町

会
の
活
動
が
事
実
上
出
来
な
い
中
で
動

い
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

様
々

町
会
活
動
を
復
活
さ
せ
ま
す
。

3
年

間
の
中
断
期
間
を
契
機
に
新
し
く
変
え

て
い
け
る
こ
と
は
変
え
た
い
と
い
う
発

想
で
、
役
員
と
し
て
も
令
和
5
年
度
は

し
っ
か
り
活
動
を
動
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
議
事
終
了
後
に
意
見
交
換

の
時
間
を
取
り
、
理
事
・
班
長
さ
ん
か

ら
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
役
員
か
ら
も
皆
様
に
お
聞

き
し
た
い
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
議

事
】

会
長
挨
拶
の
後
、
司
会
者
一
任
に
よ

り
、
北
１
丁
目
１
区
小
野
理
事
が
議
長

に
任
命
さ
れ
次
の
議
事
が
進
行
。

1
．
令
和
4
年
度
事
業
報
告

2
．
令
和
4
年
度
収
支
決
算
報
告

3
．
令
和
4
年
度
会
計
監
査
報
告

♦
事
業
報
告
に
つ
い
て
嶋
本
会
長
よ

り
報
告

♦
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
会
計
担

当
・
宗
田
よ
り
報
告

♦
会
計
監
査
に
つ
い
て
、
須
田
眞
立

監
事
よ
り
、
4
月
9
日
、
預
金
通
帳
・

帳
簿
・
証
書
を

竹
花
監
事
と
共
に
監

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
証
書
お
よ

び
数
字
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
た

こ
と
の
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

～
第
1
号
議
案
か
ら
第
3
号
議
案
ま

で
一
括
し
て
の
質
疑
～

【
質
疑
応
答
】

〈
北
1
丁
目
2
区
〉
交
通
部
と
広
報
部

の
決
算
の
補
正
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
事
、
予
算
を
上
回
っ
た
の

か
伺
い
た
い
。

《
嶋
本
会
長
》
以
前
は
各
部
20
万
円
位

の
予
算
を
組
ん
で
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

問
題
や
財
政
的
な
事
も
あ
り
、
令
和
3

年
度
以
降
は
各
部
予
算
を
下
げ
て
3
万

円
で
組
ん
で
い
た
。

地
域
の
中
で
の

活
動
は
事
実
上
出
来
な
い
の
で
予
算
を

下
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
但
し
、
対
外

的
に
活
動
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場

面
が
あ
り
、
交
通
部
で
は
団
体
に
関
わ

る
費
用
や
備
品
管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト

な
ど
、
広
報
部
は
3
回
の
広
報
発
行
に

関
わ
る
取
材
費
用
な
ど
に
予
算
超
が
生

じ
た
。
（
各
部
予
算･

･
･

令
和
2
年
度

0
円
、
令
和
3
・
４
年
度
各
3
万
円
）

〈
北
1
丁
目
1
区
〉
会
費
科
目
の
説
明

欄
に
金
額
が
４
０
０
円
～
１
２
０
０
円

と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

《
嶋
本
会
長
》

年
度
途
中
で
の
加
入

会
員
に
は
月
額
１
０
０
円
と
し
て
、
残

り
の
月
分
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
形
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
象
の
方
が
10
数

名
い
た
。
単
純
に
３
０
２
０
会
員
×
１

標
記
総
会
は
、
6
月
4
日
の
午
前
10

時
か
ら
、
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
の

会
議
室
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
が
基
本
的
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
他
の
感
染
症
と
同
様
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
様
相

で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
開

会
時
に
髙
野
副
会
長
よ
り
出
席
状
況
が

報
告
さ
れ
、
本
部
役
員
12
名
、
監
事
2

名
、
理
事
・
副
理
事
・
班
長
47
名
の
出

席
、
委
任
状
提
出
137
名
で
代
議
員
の
総

数
が
、
244
名
で
あ
る
こ
と
か
ら

総
会

成
立
要
件
の
半
数
以
上
に
達
し
、
総
会

の
開
会
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

【
会
長
挨
拶
】

こ
の
3
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
町

会
の
活
動
が
事
実
上
出
来
な
い
中
で
動

い
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、

様
々

町
会
活
動
を
復
活
さ
せ
ま
す
。

3
年

間
の
中
断
期
間
を
契
機
に
新
し
く
変
え

て
い
け
る
こ
と
は
変
え
た
い
と
い
う
発

想
で
、
役
員
と
し
て
も
令
和
5
年
度
は

し
っ
か
り
活
動
を
動
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
議
事
終
了
後
に
意
見
交
換

の
時
間
を
取
り
、
理
事
・
班
長
さ
ん
か

ら
お
考
え
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

れ
ば
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
役
員
か
ら
も
皆
様
に
お
聞

き
し
た
い
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
議

事
】

会
長
挨
拶
の
後
、
司
会
者
一
任
に
よ

り
、
北
１
丁
目
１
区
小
野
理
事
が
議
長

に
任
命
さ
れ
次
の
議
事
が
進
行
。

1
．
令
和
4
年
度
事
業
報
告

2
．
令
和
4
年
度
収
支
決
算
報
告

3
．
令
和
4
年
度
会
計
監
査
報
告

♦
事
業
報
告
に
つ
い
て
嶋
本
会
長
よ

り
報
告

♦
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
会
計
担

当
・
宗
田
よ
り
報
告

♦
会
計
監
査
に
つ
い
て
、
須
田
眞
立

監
事
よ
り
、
4
月
9
日
、
預
金
通
帳
・

帳
簿
・
証
書
を

竹
花
監
事
と
共
に
監

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
証
書
お
よ

び
数
字
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
認
め
た

こ
と
の
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

～
第
1
号
議
案
か
ら
第
3
号
議
案
ま

で
一
括
し
て
の
質
疑
～

【
質
疑
応
答
】

〈
北
1
丁
目
2
区
〉
交
通
部
と
広
報
部

の
決
算
の
補
正
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
事
、
予
算
を
上
回
っ
た
の

か
伺
い
た
い
。

《
嶋
本
会
長
》
以
前
は
各
部
20
万
円
位

の
予
算
を
組
ん
で
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

問
題
や
財
政
的
な
事
も
あ
り
、
令
和
3

年
度
以
降
は
各
部
予
算
を
下
げ
て
3
万

円
で
組
ん
で
い
た
。

地
域
の
中
で
の

活
動
は
事
実
上
出
来
な
い
の
で
予
算
を

下
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
但
し
、
対
外

的
に
活
動
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場

面
が
あ
り
、
交
通
部
で
は
団
体
に
関
わ

る
費
用
や
備
品
管
理
に
か
か
る
コ
ス
ト

な
ど
、
広
報
部
は
3
回
の
広
報
発
行
に

関
わ
る
取
材
費
用
な
ど
に
予
算
超
が
生

じ
た
。
（
各
部
予
算･

･
･

令
和
2
年
度

0
円
、
令
和
3
・
４
年
度
各
3
万
円
）

〈
北
1
丁
目
1
区
〉
会
費
科
目
の
説
明

欄
に
金
額
が
４
０
０
円
～
１
２
０
０
円

と
記
載
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

《
嶋
本
会
長
》

年
度
途
中
で
の
加
入

会
員
に
は
月
額
１
０
０
円
と
し
て
、
残

り
の
月
分
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
形
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
象
の
方
が
10
数

名
い
た
。
単
純
に
３
０
２
０
会
員
×
１

岩戸町会だより岩戸町会だより

( 1 )( 1 )
令和5年7月30日令和5年7月30日

町
会
だ
よ
り

町
会
だ
よ
り

岩戸岩戸

令和5年第1号
発行

岩戸町会

編集

岩戸町会広報

令和5年第1号
発行

岩戸町会

編集

岩戸町会広報

令
和
5
年
度
（
第
56
回
）

定
時
総
会
開
催

令
和
5
年
度
（
第
56
回
）

定
時
総
会
開
催



２
０
０
円
で
は
な
く

端
数
が
混
在
し

て
い
る
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま
で

一
括
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

4
．
会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

《
嶋
本
会
長
》
〔
議
案
資
料
の
内
容
に

基
づ
き
提
案
理
由
を
読
み
上
げ
、

補

足
説
明
〕
岩
戸
町
会
の
会
費
は
か
つ
て

は
年
６
０
０
円
だ
っ
た
時
代
が
長
か
っ

た
が
、
40
年
程
前
の
昭
和
56
年
度
よ
り

年
１
２
０
０
円
に
値
上
げ
し
て
以
来
今

日
ま
で
同
じ
額
で
運
営
し
て
き
た
。

昨
年
度
、
会
長
に
な
っ
て
わ
か
っ
た

の
は
、
実
は
１
２
０
０
円
ず
つ
集
め
る

事
は
大
変
な
事
で
小
銭
が
何
千
枚
に
も

な
る
。
会
費
集
め
の
負
担
を
減
ら
し
た

い
。
経
済
的
に
厳
し
い
社
会
の
中
で
２

０
０
円
減
ら
し
て
も
生
活
が
楽
に
な
る

訳
で
は
な
い
が
、
運
営
が
や
っ
て
い
け

る
の
で
あ
れ
ば
下
げ
た
方
が
い
い
と
の

事
か
ら
昨
年
度
下
半
期
か
ら
本
部
役
員

に
打
診
し
、
そ
の
あ
と
理
事
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
今
回

改
正
案
を
は
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
運
び

に
な
っ
た
。
今
後
、
活
動
が
戻
っ
た
と

し
て
も
工
夫
の
仕
方
で
改
め
る
事
は
改

め
る
。
市
の
補
助
金
が
も
ら
え
る
よ
う

に
挑
戦
し
て
収
入
を
得
る
よ
う
に
し
て

い
け
ば
、
減
額
し
て
も
十
分
に
や
っ
て

い
け
る
と
思
う
。
健
全
な
運
用
を
し
て

い
く
事
を
目
指
す
。

5
．
令
和
5
年
度
事
業
計
画(

案)

に

つ
い
て

《
嶋
本
会
長
》
〔
議
案
資
料
の
全
項
目

か
ら
重
点
部
分
を
抜
粋
し
て
説
明
〕
コ

ロ
ナ
が
5
類
感
染
症
に
移
行
し
た
今
年

度
は
市
も
町
会
も
ま
た
世
の
中
全
体
に

活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
事
か
ら
、
各
部

門
に
記
載
し
て
あ
る
元
々
の
内
容
に
近

い
も
の
が
実
施
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

6
．
令
和
5
年
度
収
支
予
算(

案)

に

つ
い
て

《
宗
田
会
計
》
〔
議
案
資
料
の
重
点
項

目
を
読
み
上
げ
説
明
～
予
算
の
配
分
計

上
額
上
、
前
年
度
比
で
重
き
を
置
い
た

部
分
を
抜
粋
し
て
説
明
〕

～
第
4
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

一
括
し
て
の
質
疑
～

【
質
疑
応
答

】

〈
北
1
丁
目
2
区
〉
防
犯
カ
メ
ラ
は
何

台
設
置
さ
れ
て
き
た
の
か
。
設
置
場
所

は
誰
が
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。
市
か
ら
の
助
成
は
1
台
に
つ
き

ど
れ
ほ
ど
か
。
ど
の
よ
う
な
形
で
許
可

さ
れ
る
の
か
。
設
置
場
所
の
開
示
は
出

来
る
の
か
。
来
年
度
以
降
も
設
置
し
て

い
け
る
の
か
伺
い
た
い
。

《
嶋
本
会
長
》

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
1

台
で
約
40
万
円
か
か
る
。
市
か
ら
の
助

成
金
は
約
8
割
な
の
で
大
半
の
費
用
分

が
入
っ
て
く
る
。
多
少
、
町
会
の
持
ち

出
し
は
あ
る
が
補
助
金
で
付
け
る
事
が

出
来
る
。

令
和
5
年
度
は
新
た
に
1

台
を
設
置
し
た
い
。

市
内
に
は
現
在

２
０
０
台
位
設
置
さ
れ
て
い
る
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
大
体
の
場

所
は
分
か
る
が
実
際
の
設
置
個
所
は
開

示

さ
れ
て
は
い
な
い
。
調
布
警
察
の

担
当
に
警
察
と
し
て
は
岩
戸
地
域
の
ど

の
辺
に
付
け
て
ほ
し
い
の
か
、
意
見
を

伺
う
事
に
な
っ
て
い
る
。
候
補
場
所
に

つ
い
て
は
、

周
辺
に
住
ん
で
い
る

方
々

に
話
を
通
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

プ

ロ
セ
ス
を
経
な
い
と
付
け
ら
れ
な
い
。

岩
戸
町
会
で

は
現
在
6
台
設
置
し
て

る
。

(

市
見
解･

･

4
年
度
末
現
在
２
１

７
台
設
置)

〈
南
4
丁
目
1
区
〉

会
費
１
０
０
０

円
に
し
た
場
合
、
３
１
０
万
円
。
支
出

額
を
上
回
る
事
が
な
い
の
で
、
翌
年
翌

年
と
い
う
形
で
前
年
度
繰
越
金
が
少
な

く
な
っ
て
い
き
、
こ
れ
だ
と
６
年
で
繰

越
金
が
収
支
の
差
額
を
上
回
っ
て
し
ま

う
が
7
年
目
か
ら
は
ど
う
い
う
予
算
を

考
え
て
の
計
画
な
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

《
嶋
本
会
長
》
昨
年
支
出
額
が
少
な
か
っ

た
の
で
前
年
度
繰
越
金
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
こ
の
3
年

間
運
営
を
や
め
て
い
た
事
か
ら
貯
金
が

増
え
た
。
今
年
度
は
貯
ま
っ
た
お
金
に

手
を
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
形
を
と
り
、

慶
弔
費
は
大
き
な
見
積
り
に
な
っ
て
い

る
。
令
和
5
年
度
は
多
め
の
予
算
を
組

ん
だ
が
、
こ
の
先
も
こ
の
よ
う
な
組
み

方
を
続
け
て
い
っ
て
も
繰
越
金
が
枯
渇

す
る
よ
う
な
事
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の

1
年
間
の
み
支
出
を
多
め
に
組
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
4
号
議
案

(

5
・
6
号
議
案
に
先

立
っ
て
採
決)

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
5
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

一
括
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
長
解
任
】

【
委
嘱
状
交
付
】
嶋
本
会
長
よ
り
須
田

眞
立
、
竹
花
正
寛
両
監
事
に
交
付
し
た
。

（
定
時
総
会
を
も
っ
て
監
事
の
任
期
2

年
の
満
了
に
な
る
と
こ
ろ
、
再
任
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
）

【
令
和
５
年
度
役
員
紹
介
】

【
会
長
】

嶋
本
雅
史
【
副
会
長
】

野

﨑
弘
、
髙
野
耕
一
、
雨
宮
法
男
、
簗
場

博
義
【
会
計
】
宗
田
均
【
書
記
】
小
川

利
幸
【
総
務
部
長
】
髙
野
耕
一
【
総
務

副
部
長
】
長
澤
佳
子
【
防
犯
部
長
】

栗
山
功
【
消
防
部
長
】

草
島
雄
一

【
交
通
部
長
】
正
木
茂
雄
【
防
災
部
長
】

唐
木
沢
資
充
【
環
境
文
化
部
長
】

雨

宮
法
男
【
広
報
部
長
】

簗
場
博
義

２
０
０
円
で
は
な
く

端
数
が
混
在
し

て
い
る
。

第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案
ま
で

一
括
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

4
．
会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

《
嶋
本
会
長
》
〔
議
案
資
料
の
内
容
に

基
づ
き
提
案
理
由
を
読
み
上
げ
、

補

足
説
明
〕
岩
戸
町
会
の
会
費
は
か
つ
て

は
年
６
０
０
円
だ
っ
た
時
代
が
長
か
っ

た
が
、
40
年
程
前
の
昭
和
56
年
度
よ
り

年
１
２
０
０
円
に
値
上
げ
し
て
以
来
今

日
ま
で
同
じ
額
で
運
営
し
て
き
た
。

昨
年
度
、
会
長
に
な
っ
て
わ
か
っ
た

の
は
、
実
は
１
２
０
０
円
ず
つ
集
め
る

事
は
大
変
な
事
で
小
銭
が
何
千
枚
に
も

な
る
。
会
費
集
め
の
負
担
を
減
ら
し
た

い
。
経
済
的
に
厳
し
い
社
会
の
中
で
２

０
０
円
減
ら
し
て
も
生
活
が
楽
に
な
る

訳
で
は
な
い
が
、
運
営
が
や
っ
て
い
け

る
の
で
あ
れ
ば
下
げ
た
方
が
い
い
と
の

事
か
ら
昨
年
度
下
半
期
か
ら
本
部
役
員

に
打
診
し
、
そ
の
あ
と
理
事
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
今
回

改
正
案
を
は
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
運
び

に
な
っ
た
。
今
後
、
活
動
が
戻
っ
た
と

し
て
も
工
夫
の
仕
方
で
改
め
る
事
は
改

め
る
。
市
の
補
助
金
が
も
ら
え
る
よ
う

に
挑
戦
し
て
収
入
を
得
る
よ
う
に
し
て

い
け
ば
、
減
額
し
て
も
十
分
に
や
っ
て

い
け
る
と
思
う
。
健
全
な
運
用
を
し
て

い
く
事
を
目
指
す
。

5
．
令
和
5
年
度
事
業
計
画(

案)

に

つ
い
て

《
嶋
本
会
長
》
〔
議
案
資
料
の
全
項
目

か
ら
重
点
部
分
を
抜
粋
し
て
説
明
〕
コ

ロ
ナ
が
5
類
感
染
症
に
移
行
し
た
今
年

度
は
市
も
町
会
も
ま
た
世
の
中
全
体
に

活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
事
か
ら
、
各
部

門
に
記
載
し
て
あ
る
元
々
の
内
容
に
近

い
も
の
が
実
施
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

6
．
令
和
5
年
度
収
支
予
算(

案)

に

つ
い
て

《
宗
田
会
計
》
〔
議
案
資
料
の
重
点
項

目
を
読
み
上
げ
説
明
～
予
算
の
配
分
計

上
額
上
、
前
年
度
比
で
重
き
を
置
い
た

部
分
を
抜
粋
し
て
説
明
〕

～
第
4
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

一
括
し
て
の
質
疑
～

【
質
疑
応
答

】

〈
北
1
丁
目
2
区
〉
防
犯
カ
メ
ラ
は
何

台
設
置
さ
れ
て
き
た
の
か
。
設
置
場
所

は
誰
が
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。
市
か
ら
の
助
成
は
1
台
に
つ
き

ど
れ
ほ
ど
か
。
ど
の
よ
う
な
形
で
許
可

さ
れ
る
の
か
。
設
置
場
所
の
開
示
は
出

来
る
の
か
。
来
年
度
以
降
も
設
置
し
て

い
け
る
の
か
伺
い
た
い
。

《
嶋
本
会
長
》

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
1

台
で
約
40
万
円
か
か
る
。
市
か
ら
の
助

成
金
は
約
8
割
な
の
で
大
半
の
費
用
分

が
入
っ
て
く
る
。
多
少
、
町
会
の
持
ち

出
し
は
あ
る
が
補
助
金
で
付
け
る
事
が

出
来
る
。

令
和
5
年
度
は
新
た
に
1

台
を
設
置
し
た
い
。

市
内
に
は
現
在

２
０
０
台
位
設
置
さ
れ
て
い
る
。
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
大
体
の
場

所
は
分
か
る
が
実
際
の
設
置
個
所
は
開

示

さ
れ
て
は
い
な
い
。
調
布
警
察
の

担
当
に
警
察
と
し
て
は
岩
戸
地
域
の
ど

の
辺
に
付
け
て
ほ
し
い
の
か
、
意
見
を

伺
う
事
に
な
っ
て
い
る
。
候
補
場
所
に

つ
い
て
は
、

周
辺
に
住
ん
で
い
る

方
々

に
話
を
通
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

プ

ロ
セ
ス
を
経
な
い
と
付
け
ら
れ
な
い
。

岩
戸
町
会
で

は
現
在
6
台
設
置
し
て

る
。

(

市
見
解･

･

4
年
度
末
現
在
２
１

７
台
設
置)

〈
南
4
丁
目
1
区
〉

会
費
１
０
０
０

円
に
し
た
場
合
、
３
１
０
万
円
。
支
出

額
を
上
回
る
事
が
な
い
の
で
、
翌
年
翌

年
と
い
う
形
で
前
年
度
繰
越
金
が
少
な

く
な
っ
て
い
き
、
こ
れ
だ
と
６
年
で
繰

越
金
が
収
支
の
差
額
を
上
回
っ
て
し
ま

う
が
7
年
目
か
ら
は
ど
う
い
う
予
算
を

考
え
て
の
計
画
な
の
か
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

《
嶋
本
会
長
》
昨
年
支
出
額
が
少
な
か
っ

た
の
で
前
年
度
繰
越
金
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
こ
の
3
年

間
運
営
を
や
め
て
い
た
事
か
ら
貯
金
が

増
え
た
。
今
年
度
は
貯
ま
っ
た
お
金
に

手
を
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
形
を
と
り
、

慶
弔
費
は
大
き
な
見
積
り
に
な
っ
て
い

る
。
令
和
5
年
度
は
多
め
の
予
算
を
組

ん
だ
が
、
こ
の
先
も
こ
の
よ
う
な
組
み

方
を
続
け
て
い
っ
て
も
繰
越
金
が
枯
渇

す
る
よ
う
な
事
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の

1
年
間
の
み
支
出
を
多
め
に
組
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

第
4
号
議
案

(

5
・
6
号
議
案
に
先

立
っ
て
採
決)

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
5
号
議
案
か
ら
第
6
号
議
案
ま
で

一
括
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
長
解
任
】

【
委
嘱
状
交
付
】
嶋
本
会
長
よ
り
須
田

眞
立
、
竹
花
正
寛
両
監
事
に
交
付
し
た
。

（
定
時
総
会
を
も
っ
て
監
事
の
任
期
2

年
の
満
了
に
な
る
と
こ
ろ
、
再
任
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
）

【
令
和
５
年
度
役
員
紹
介
】

【
会
長
】

嶋
本
雅
史
【
副
会
長
】

野

﨑
弘
、
髙
野
耕
一
、
雨
宮
法
男
、
簗
場

博
義
【
会
計
】
宗
田
均
【
書
記
】
小
川

利
幸
【
総
務
部
長
】
髙
野
耕
一
【
総
務

副
部
長
】
長
澤
佳
子
【
防
犯
部
長
】

栗
山
功
【
消
防
部
長
】

草
島
雄
一

【
交
通
部
長
】
正
木
茂
雄
【
防
災
部
長
】

唐
木
沢
資
充
【
環
境
文
化
部
長
】

雨

宮
法
男
【
広
報
部
長
】

簗
場
博
義

岩戸町会だより岩戸町会だより

( 2 )( 2 )



【
代
表
理
事
】
栗
山
功
、
小
野
美
江
子
、

雨
宮
法
男

以
上
13
名
で
す
。
＊
退
任

役
員
・
小
川
光
男
交
通
部
長
。

【
意
見
交
換

】

《
嶋
本
会
長
》

回
覧
板
を
復
活
さ
せ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ

前
は
毎
月
1
回
以
上
は
回
覧
し
て
い
た
。

3
年
以
上
中
断
し
て
い
る
の
で
情
報
が

来
な
い
、
隣
近
所
の
方
と
話
を
す
る
機

会
が
な
い
。
一
方
、
持
っ
て
行
っ
て
も

い
な
い
、
入
れ
っ
ぱ
な
し
で
な
か
な
か

回
っ
て
こ
な
い
と
い
う
事
も
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
も
検
討
し
て
い
る
が
、
デ
ジ

タ
ル
難
民
が
た
く
さ
ん
出
る
と
い
う
問

題
も
あ
る
。

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〈
南
4
丁
目
1
区
〉
高
齢
で
子
供
に
回

覧
や
会
費
集
め
を
頼
ん
で
い
る
会
員
が

お
ら
れ
る
。
以
前
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
に
つ
い
て
や
る
と
い
う
方
向
で
維

持
管
理
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
と
ま
っ

て
か
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
事
で
あ
っ

た
が
四
役
、
本
部
役
員
の
方
で
本
件
の

進
捗
が
あ
れ
ば
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

紙
媒
体
を
無
く
す
と
は
一
切
言
っ
て

い
な
い
。
減
ら
す
事
に
よ
っ
て
回
覧
の

負
担
が
減
る
の
で
両
翼
を
利
用
し
て
の

運
営
を
し
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。
事
務

所
開
所
日
を
広
報
で
知
ら
せ
て
も
覚
え

て
い
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
年

代
な
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は

ス
マ
ホ
で
発
信
す
れ
ば
と
い
う
声
が
届

い
て
い
る
。
回
覧
板
復
活
と
同
じ
テ
ン

ポ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈
北
1
丁
目
1
区
〉
私
の
周
り
も

高

齢
者
世
帯
が
多
く
、
回
覧
は
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
会
費
の
集
金
だ
け

は
、
一
軒
一
軒
回
る
作
業
は
続
い
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
安
否
確
認
で

顔
を
見
る
意
味
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
押
す
こ
と
は
必
要
な
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
事
に
な
る
。
班
長
に
な
っ

て
か
ら
誰
が
理
事
で
会
長
で
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
か
、
ど
こ
に
連
絡
す
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
。
何
十
年
も
い
る
方
は

い
い
が
。
初
め
て
住
む
人
た
ち
に
も
分

か
り
易
い
よ
う
に
、
し
ゃ
べ
る
、
話
す
、

傾
聴
す
る
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
地

域
活
性
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え

ま
す
。

《
嶋
本
会
長
》
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。L

I
N
E

を
使
っ
て
い

る
事
例
と
し
て
、
荒
川
・
江
戸
川
区
が

あ
る
と
の
事
。
二
重
三
重
に
情
報
を
伝

達
す
る
方
法
を
網
の
目
の
よ
う
に
し
な

い
と
。
漏
れ
る
方
が
出
る
と
意
味
が
な

い
の
で
、
多
角
的
に
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
結
論
を
言
え
ば
人
が
足
り
な
い
。

特
定
の
人
が
負
担
を
し
ょ
い
こ
ん
で
、

次
に
誰
か
に
引
き
継
ぐ
際
に
、
誰
も
引

継
ぎ
た
く
な
い
と
逃
げ
る
よ
う
な
運
営

で
は
ダ
メ
だ
と
考
え
ま
す
。

ち
ょ
っ

と
ず
つ
分
担
し
て
負
担
が
大
き
く
な
い

中
で
運
営
出
来
る
よ
う
な
、
持
続
可
能

な
町
会
運
営
を
目
指
し
た
い
と
昨
年
広

報
で
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
週
1
回
事
務
所
を
開
所
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
な
れ
ば
、
メ
ー
ル
を

管
理
す
る
人
、
返
事
を
す
る
人
、
内
容

を
検
討
す
る
人
、
何
人
必
要
に
な
る
ん

だ
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

現
状
は
ま
ず
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
事
を
や
る
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。

手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
是
非
参

加
し
て
ほ
し
い
。

町
会
事
務
所
の
留
守
電
に
入
れ
た
が

返
事
が
な
い
と
い
う
事
は
た
ま
に
は
あ

る
と
思
う
。
最
も
名
前
を
名
乗
ら
な
い

人
、
電
話
番
号
を
言
わ
な
い
人
が
い
て
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ケ
ー
ス
が
も
の
す

ご
く
多
い
。
返
事
の
仕
様
が
な
い
。

《
唐
木
沢
防
災
部
長
》
6
月
11
日(

日)

10
時
か
ら
狛
江
市
総
合
水
防
訓
練
が
あ

る
。
市
内
４
カ
所
の
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
。
岩
戸
関
連
の
避
難
所
は
1
小
・
3

小
で
す
。
様
々
な
訓
練
体
験
、
展
示
物

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非

一
度
は
参
加
を
し
て
、
避
難
所
の
運
営

を
み
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
要
望
を
出
し

て
ほ
し
い
。
11
月
に
は
多
摩
川
河
川

敷
で
総
合
防
災
訓
練
が
あ
る
。
自
衛
隊

消
防
署
が
参
加
し
大
型
の
台
風
、
地
震

に
備
え
て
の
訓
練
に
な
る
。
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
北
3
丁
目
2
区
〉
狛
江
市
に
は
、
警

察
署
が
無
く
、
先
日
の
強
盗
殺
人
事
件

が
起
き
た
こ
と
か
ら
も
、
交
番
だ
け
で

は
通
用
し
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

是
非
、
狛
江
市
に
警
察
署
を
つ
く
る
陳

情
を
し
た
く
、
理
事
・
班
長
に
も
同
意

を
求
め
、
陳
情
書
を
作
成
す
る
活
動
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
嶋
本
会
長
》
以
前
に
理
事
か
ら
手
紙

を
い
た
だ
い
た
。
強
盗
殺
人
事
件
が
起

き
た
狛
江
に
警
察
署
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
の
運
動
を
町
会
を
挙
げ
て
や
っ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
の
内
容
は
、
市
全
体
に
関
わ
る

事
な
の
で
、
陳
情
す
る
の
で
あ
れ
ば
他

の
町
会
と
も
検
討
し
な
が
ら
協
力
し
て

い
く
必
要
も
あ
り
、
や
ろ
う
と
な
れ
ば

町
会
全
体
に
も
諮
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
岩
戸
単
独
で
や
っ
て
も
、
ど

れ
だ
け
の
賛
同
を
得
ら
れ
る
か
は
、
懐

疑
的
で
す
。
町
会
自
治
会
連
合
会
で
意

見
交
換
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
可
能
性
は

【
代
表
理
事
】
栗
山
功
、
小
野
美
江
子
、

雨
宮
法
男

以
上
13
名
で
す
。
＊
退
任

役
員
・
小
川
光
男
交
通
部
長
。

【
意
見
交
換

】

《
嶋
本
会
長
》

回
覧
板
を
復
活
さ
せ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ

前
は
毎
月
1
回
以
上
は
回
覧
し
て
い
た
。

3
年
以
上
中
断
し
て
い
る
の
で
情
報
が

来
な
い
、
隣
近
所
の
方
と
話
を
す
る
機

会
が
な
い
。
一
方
、
持
っ
て
行
っ
て
も

い
な
い
、
入
れ
っ
ぱ
な
し
で
な
か
な
か

回
っ
て
こ
な
い
と
い
う
事
も
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
も
検
討
し
て
い
る
が
、
デ
ジ

タ
ル
難
民
が
た
く
さ
ん
出
る
と
い
う
問

題
も
あ
る
。

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〈
南
4
丁
目
1
区
〉
高
齢
で
子
供
に
回

覧
や
会
費
集
め
を
頼
ん
で
い
る
会
員
が

お
ら
れ
る
。
以
前
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
に
つ
い
て
や
る
と
い
う
方
向
で
維

持
管
理
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
と
ま
っ

て
か
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
事
で
あ
っ

た
が
四
役
、
本
部
役
員
の
方
で
本
件
の

進
捗
が
あ
れ
ば
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

紙
媒
体
を
無
く
す
と
は
一
切
言
っ
て

い
な
い
。
減
ら
す
事
に
よ
っ
て
回
覧
の

負
担
が
減
る
の
で
両
翼
を
利
用
し
て
の

運
営
を
し
た
ら
ど
う
か
と
思
う
。
事
務

所
開
所
日
を
広
報
で
知
ら
せ
て
も
覚
え

て
い
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
年

代
な
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は

ス
マ
ホ
で
発
信
す
れ
ば
と
い
う
声
が
届

い
て
い
る
。
回
覧
板
復
活
と
同
じ
テ
ン

ポ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈
北
1
丁
目
1
区
〉
私
の
周
り
も

高

齢
者
世
帯
が
多
く
、
回
覧
は
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
会
費
の
集
金
だ
け

は
、
一
軒
一
軒
回
る
作
業
は
続
い
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
安
否
確
認
で

顔
を
見
る
意
味
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
押
す
こ
と
は
必
要
な
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
事
に
な
る
。
班
長
に
な
っ

て
か
ら
誰
が
理
事
で
会
長
で
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
か
、
ど
こ
に
連
絡
す
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
。
何
十
年
も
い
る
方
は

い
い
が
。
初
め
て
住
む
人
た
ち
に
も
分

か
り
易
い
よ
う
に
、
し
ゃ
べ
る
、
話
す
、

傾
聴
す
る
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
地

域
活
性
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え

ま
す
。

《
嶋
本
会
長
》
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。L

I
N
E

を
使
っ
て
い

る
事
例
と
し
て
、
荒
川
・
江
戸
川
区
が

あ
る
と
の
事
。
二
重
三
重
に
情
報
を
伝

達
す
る
方
法
を
網
の
目
の
よ
う
に
し
な

い
と
。
漏
れ
る
方
が
出
る
と
意
味
が
な

い
の
で
、
多
角
的
に
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
結
論
を
言
え
ば
人
が
足
り
な
い
。

特
定
の
人
が
負
担
を
し
ょ
い
こ
ん
で
、

次
に
誰
か
に
引
き
継
ぐ
際
に
、
誰
も
引

継
ぎ
た
く
な
い
と
逃
げ
る
よ
う
な
運
営

で
は
ダ
メ
だ
と
考
え
ま
す
。

ち
ょ
っ

と
ず
つ
分
担
し
て
負
担
が
大
き
く
な
い

中
で
運
営
出
来
る
よ
う
な
、
持
続
可
能

な
町
会
運
営
を
目
指
し
た
い
と
昨
年
広

報
で
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
週
1
回
事
務
所
を
開
所
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
な
れ
ば
、
メ
ー
ル
を

管
理
す
る
人
、
返
事
を
す
る
人
、
内
容

を
検
討
す
る
人
、
何
人
必
要
に
な
る
ん

だ
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す
。

現
状
は
ま
ず
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
事
を
や
る
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。

手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
是
非
参

加
し
て
ほ
し
い
。

町
会
事
務
所
の
留
守
電
に
入
れ
た
が

返
事
が
な
い
と
い
う
事
は
た
ま
に
は
あ

る
と
思
う
。
最
も
名
前
を
名
乗
ら
な
い

人
、
電
話
番
号
を
言
わ
な
い
人
が
い
て
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ケ
ー
ス
が
も
の
す

ご
く
多
い
。
返
事
の
仕
様
が
な
い
。

《
唐
木
沢
防
災
部
長
》
6
月
11
日(

日)

10
時
か
ら
狛
江
市
総
合
水
防
訓
練
が
あ

る
。
市
内
４
カ
所
の
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
。
岩
戸
関
連
の
避
難
所
は
1
小
・
3

小
で
す
。
様
々
な
訓
練
体
験
、
展
示
物

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非

一
度
は
参
加
を
し
て
、
避
難
所
の
運
営

を
み
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
要
望
を
出
し

て
ほ
し
い
。
11
月
に
は
多
摩
川
河
川

敷
で
総
合
防
災
訓
練
が
あ
る
。
自
衛
隊

消
防
署
が
参
加
し
大
型
の
台
風
、
地
震

に
備
え
て
の
訓
練
に
な
る
。
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
北
3
丁
目
2
区
〉
狛
江
市
に
は
、
警

察
署
が
無
く
、
先
日
の
強
盗
殺
人
事
件

が
起
き
た
こ
と
か
ら
も
、
交
番
だ
け
で

は
通
用
し
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

是
非
、
狛
江
市
に
警
察
署
を
つ
く
る
陳

情
を
し
た
く
、
理
事
・
班
長
に
も
同
意

を
求
め
、
陳
情
書
を
作
成
す
る
活
動
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
嶋
本
会
長
》
以
前
に
理
事
か
ら
手
紙

を
い
た
だ
い
た
。
強
盗
殺
人
事
件
が
起

き
た
狛
江
に
警
察
署
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
の
運
動
を
町
会
を
挙
げ
て
や
っ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
と
い
う
も
の
で
し

た
。
こ
の
内
容
は
、
市
全
体
に
関
わ
る

事
な
の
で
、
陳
情
す
る
の
で
あ
れ
ば
他

の
町
会
と
も
検
討
し
な
が
ら
協
力
し
て

い
く
必
要
も
あ
り
、
や
ろ
う
と
な
れ
ば

町
会
全
体
に
も
諮
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
岩
戸
単
独
で
や
っ
て
も
、
ど

れ
だ
け
の
賛
同
を
得
ら
れ
る
か
は
、
懐

疑
的
で
す
。
町
会
自
治
会
連
合
会
で
意

見
交
換
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
可
能
性
は

岩戸町会だより岩戸町会だより

( 3 )( 3 )



有
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
岩
戸
単
独

で
の
行
動
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
北
1
丁
目
2
区
〉
警
察
署
を
作
る
に

あ
た
っ
て
警
視
庁
の
規
定
な
ど
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も

Ｎ
Ｇ
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
活
動
の
意

味
が
な
い
と
考
え
ま
す
。
狛
江
市
と
同

じ
規
模
の
蕨
市
に
は
警
察
署
が
あ
る
の

で
参
考
に
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

〈
南
2
丁
目
3
区
〉
市
に
一
つ
ず
つ
警

察
署
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
提
案

し
て
も
ど
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

〈
北
1
丁
目
1
区
〉
町
会
自
治
会
連
合

会
で
陳
情
や
る
か
や
ら
な
い
か
の
意
見

を
出
し
て
も
良
い
か
と
思
う
。
警
察
も

消
防
署
も
人
手
不
足
の
問
題
も
あ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
何
事
も
自
分
が
や

り
た
い
か
ら
や
る
の
で
は
な
く
、
周
り

の
事
を
広
く
浅
く
考
え
る
事
が
必
要
だ

と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
の
意
見
は
あ
ま

り
好
ま
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

《
嶋
本
会
長
》
連
合
会
で
町
会
か
ら
出

て
い
る
意
見
は
必
ず
上
げ
る
よ
う
に
し

た
い
。
警
察
署
を
つ
く
る
の
は
、

無

理
か
も
し
れ
な
い
が
市
全
体
の
防
犯
を

強
化
し
て
い
く
事
は
い
ろ
ん
な
や
り
方

が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
「
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。
上
に
働
き
か
け
る
事
は
、

や
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
も
理
事
懇
談

会
等
で
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
閉
会
の
辞
】

《
野
﨑
副
会
長
》
長
い
時
間
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
に

向
か
い
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
健
康

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

4
月
8
日
（
土
）
9
：
00
～
多
摩
川

統
一
清
掃
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
幡
神
社
に
集
合
し
、
皆
で
多
摩
川

に
あ
る
、
白
バ
イ
訓
練
コ
ー
ス
西
側
の

受
付
ま
で
歓
談
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

岩
戸
町
会
か
ら
参
加
は
少
な
か
っ
た

で
す
が
、
清
掃
場
所
に
は
、
多
く
の
会

員
の
方
た
ち
が
、
学
校
は
じ
め
、
別
な

団
体
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
道
端
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
を

見
か
け
る
こ
と
は
な
く
、
自
然
を
大
事

に
す
る
地
域
の
皆
、
市
民
の
意
識
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

6
月
11
日
（
日
）
9
：
00
～
狛
江
市

内
４
か
所
に
て
水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
岩
戸
町
会
で
は
、
関
連
す
る

第
一
小
学
校
、
第
三
小
学
校
に
防
災
部

長
や
部
員
が
、
参
加
し
ま
し
た
。
各
避

難
所
に
は
、
避
難
所
運
営
協
議
会
が
あ

り
、
岩
戸
町
会
の
会
員
た
ち
も
、
各
地

域
の
委
員
や
役
員
と
し
て
関
り
を
持
ち

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

事
由
発
生
か
ら
６
ヵ
月
以
内
に
申
請

を
町
会
事
務
所
に
届
く
よ
う
に
、
各
班

長
も
し
く
は
、
理
事
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
岩
戸
町
会
会
員
と
同
一
世

帯
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
週
13
：
00
～
16
：
00
が
開
所
日
と

な
り
ま
す
。
尚
8
月
13
日
は
、
お
盆
の

た
め
お
休
み
で
す
。

町
会
事
務
所
（0

3
-
5
4
9
7
-
0
3
8
1

）
に

お
電
話
で
（F

A
X
､

留
守
番
電
話
可
）
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

有
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
岩
戸
単
独

で
の
行
動
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
北
1
丁
目
2
区
〉
警
察
署
を
作
る
に

あ
た
っ
て
警
視
庁
の
規
定
な
ど
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も

Ｎ
Ｇ
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
活
動
の
意

味
が
な
い
と
考
え
ま
す
。
狛
江
市
と
同

じ
規
模
の
蕨
市
に
は
警
察
署
が
あ
る
の

で
参
考
に
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

〈
南
2
丁
目
3
区
〉
市
に
一
つ
ず
つ
警

察
署
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
提
案

し
て
も
ど
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

〈
北
1
丁
目
1
区
〉
町
会
自
治
会
連
合

会
で
陳
情
や
る
か
や
ら
な
い
か
の
意
見

を
出
し
て
も
良
い
か
と
思
う
。
警
察
も

消
防
署
も
人
手
不
足
の
問
題
も
あ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
何
事
も
自
分
が
や

り
た
い
か
ら
や
る
の
で
は
な
く
、
周
り

の
事
を
広
く
浅
く
考
え
る
事
が
必
要
だ

と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
の
意
見
は
あ
ま

り
好
ま
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

《
嶋
本
会
長
》
連
合
会
で
町
会
か
ら
出

て
い
る
意
見
は
必
ず
上
げ
る
よ
う
に
し

た
い
。
警
察
署
を
つ
く
る
の
は
、

無

理
か
も
し
れ
な
い
が
市
全
体
の
防
犯
を

強
化
し
て
い
く
事
は
い
ろ
ん
な
や
り
方

が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
「
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
る
と

思
い
ま
す
。
上
に
働
き
か
け
る
事
は
、

や
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
も
理
事
懇
談

会
等
で
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
閉
会
の
辞
】

《
野
﨑
副
会
長
》
長
い
時
間
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
に

向
か
い
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
健
康

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

4
月
8
日
（
土
）
9
：
00
～
多
摩
川

統
一
清
掃
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
幡
神
社
に
集
合
し
、
皆
で
多
摩
川

に
あ
る
、
白
バ
イ
訓
練
コ
ー
ス
西
側
の

受
付
ま
で
歓
談
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

岩
戸
町
会
か
ら
参
加
は
少
な
か
っ
た

で
す
が
、
清
掃
場
所
に
は
、
多
く
の
会

員
の
方
た
ち
が
、
学
校
は
じ
め
、
別
な

団
体
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
道
端
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
を

見
か
け
る
こ
と
は
な
く
、
自
然
を
大
事

に
す
る
地
域
の
皆
、
市
民
の
意
識
の
高

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

6
月
11
日
（
日
）
9
：
00
～
狛
江
市

内
４
か
所
に
て
水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
岩
戸
町
会
で
は
、
関
連
す
る

第
一
小
学
校
、
第
三
小
学
校
に
防
災
部

長
や
部
員
が
、
参
加
し
ま
し
た
。
各
避

難
所
に
は
、
避
難
所
運
営
協
議
会
が
あ

り
、
岩
戸
町
会
の
会
員
た
ち
も
、
各
地

域
の
委
員
や
役
員
と
し
て
関
り
を
持
ち

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

事
由
発
生
か
ら
６
ヵ
月
以
内
に
申
請

を
町
会
事
務
所
に
届
く
よ
う
に
、
各
班

長
も
し
く
は
、
理
事
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
岩
戸
町
会
会
員
と
同
一
世

帯
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

毎
週
13
：
00
～
16
：
00
が
開
所
日
と

な
り
ま
す
。
尚
8
月
13
日
は
、
お
盆
の

た
め
お
休
み
で
す
。

町
会
事
務
所
（0

3
-
5
4
9
7
-
0
3
8
1

）
に

お
電
話
で
（F

A
X
､

留
守
番
電
話
可
）
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

岩戸町会だより岩戸町会だより

( 4 )( 4 )

弔
慰
金
・
出
産
祝
い
金
の

申
請
に
つ
い
て

弔
慰
金
・
出
産
祝
い
金
の

申
請
に
つ
い
て

狛
江
市
水
防
訓
練

狛
江
市
水
防
訓
練

町
会
留
守
電
に
伝
言
を
残
す
際
は
、

「
ご
用
件
」
「
お
名
前
」

「
折
返
し
先
の
電
話
番

号
」
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

町
会
留
守
電
に
伝
言
を
残
す
際
は
、

「
ご
用
件
」
「
お
名
前
」

「
折
返
し
先
の
電
話
番

号
」
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

多
摩
川
統
一
清
掃
参
加

多
摩
川
統
一
清
掃
参
加

第
三
小
学
校
の
避
難
所
受
付

第
三
小
学
校
の
避
難
所
受
付

８
月
・
９
月
の
開
所
の
お
知
ら
せ

８
月
・
９
月
の
開
所
の
お
知
ら
せ

９
月

８
月

3
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日

6
日
・
20
日
・
27
日

９
月

８
月

3
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日

6
日
・
20
日
・
27
日


